
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 答えは C です。厚さ 15 ㎜の杉板を室内に張った場合は、畳
１畳あたりビール大瓶 1.5 本分の水分を吸ったり吐いたりする
そうです。ひと坪あたりで３本ですから、仮に 40 坪の家の床
と天井をすべて板張りにした場合は約 240 本分の水分を調節
してくれる計算になります。電気もガスも不要、24 時間 365
日、未来永却故障することなく全自動で音もたてずに湿度調節
してくれるのですから、住む人にとってこれほど都合の良い材
料はありません。一部に使用するだけでも相当の効果がありま
す。調査では実際に木をたくさん使った家はまだ少数です。こ
れは住宅を環境と見なす人が少なく、大多数の人が物として欠
点を少なくする為に合成樹脂や新建材を多用していることが
原因です。 
 住宅は生活するための環境をつくり出している建物です。 
1 年中湿度に悩まされる日本では、木にこだわるワケがあると
いうことです。 

～家づくりの本当はどうなの？～より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、「度が過ぎるのは、足りないことと同じでよくない」という

ことです。冨田辰雄環境工学博士は、現代の住宅を「過ぎたるは破たん

のもと」といわれました。機能や設備の便利すぎる家、快適すぎる住環

境は、たくさんの不幸現象をつくり出しました。「人生の不幸は、不足

によってつくられるのではない。過剰によってつくられる」は、ロシア

の文豪トルストイの言葉です。過剰すぎる設備や機能の住まいは、家族

の人生を悪くします。 

                

       注意力や集中力を減退させ依存心をつくります。 

 

       からだの抵抗力がなくなり気力を奪います。 

 

       中身よりも外見だけを大事にする人間をつくります。 

  

なにごとも度が過ぎては、よい結果にはなりません。 

元気で長生きするには、心身の退化や老化を防ぐことが大事です。 

からだや頭は、使わなければだめになり、衰えるばかりです。 

初めから障害を取り除いたバリアフリーの住宅は、集中力や注意力、

体力、気力を退化させ、老化を早めます。 

本当に必要になったとき、それぞれのケースに合わせた設備や機能を

仕組むことができるように、計画時によく考えることが大切です。 

伝統科学に学ぶ 住まいの環境の知恵 

便利すぎ 

快適すぎ 

豪華すぎ 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
島田市阿知ケ谷にて２月６日に地鎮祭を行いました。 

基礎工事が始まり、３月に上棟、完成は７月末の予定です。 

 

3 月 8 日、いよいよ棟上げです。棟梁は大石建築様です。 

雨予報となり心配でしたが順調に作業が進みました。 

 


